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■ 要  旨 ■ 

1986 年以降、旧建設省による MMZ(Marine Multi Zone)計画を契機に多くの海域制御構造物が開発され、実海

域に適用されている。MMZ 計画による構造物は、沿岸漂砂制御や静穏海域の確保といった国土保全機能に加え、

沿岸域の水産や環境保全等に資するという観点から透過性の消波構造物であり、一定の水理性能を有することが

要求されている。要求される水理性能は、対象海域のエネルギー平均波に対して反射率 0.5 以下、透過率 0.6 以

下となっている。 

 本研究では、急勾配の二次元移動床実験により、S-VHS 工法の堤体周辺の洗掘特性を確認するとともに、洗掘

深毎の消波性能を確認した。また、供用開始後にスリット壁へ付着する生物や、設計時に磨耗しろを付加した場合

における消波性能の変化に関しても検討を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１ 実験装置の概要 図－２ 実験結果の一例 
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